
第２７９２回　　２０１１年６月９日　　グランドホテル神奈中　　週報第２７９２号

大山阿夫利神社　宮司
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大山阿夫利神社について

【御由緒】
　大山阿夫利神社の神社創立は、今から 2200 余年以前

の人皇第 10代崇神天皇の御代であると伝えられていま

す。

　大山は、またの名を「あふり山」という。あふりの名

は、常に雲や霧を生じ、雨を降らすことからこの名が起

こったといわれ、標高は、1251 ｍで、関東平野にのぞ

んで突出している雄大な山容は、丹沢山塊東端の独立峰

となっています。

　阿夫利神社は、古代からこのあたりに住む人達の心の

よりどころとなり、国を護る山・神の山としてあがめら

れてきました。

　山野の幸をつかさどる水の神・山の神として、また、

海上からは羅針盤をつとめる海洋の守り神、さらには、

大漁の神として信仰をあつめると共に、庶民信仰の中心

として、今日に及んでいます。

　山頂からは、祭りに使ったと考えられる縄文時代の土

器片が多く出土していて、信仰の古さを物語っており、

　仏教が伝来すると神仏習合の山となり、阿夫利神社は

延喜式内社として、国幣 ( こくへい ) の社となった。武

家が政治をとるようになると、代々の将軍たちは、開運

の神として武運長久を祈られました。

　引目祭・筒粥祭・雨乞い・納め太刀・節分祭・山開き

など、古い信仰と伝統に守られた神事や、神に捧げられ

る神楽舞・神事能・狂言などが、昔のままに伝承されて

おり、全山が四季おりおり美しい緑や紅葉におおわれ、

神の山にふさわしい風情で、山頂からの景色もすばらし

く、多くの人達に親しまれ、常に参詣するひとが絶えま

せん。

【御祭神】
大山祗大神（おおやまつみのおおかみ）

大山祗大神は、山の神・水の神として、また大山が航行

する船の目印となった事から産業・海運の神としても信

仰され、さらには酒解神として、酒造の祖神としても信

仰されております

高おかみ神（たかおかみのかみ）

高龗神とは、日本書紀に記されている水神様です。

古来より祈雨・止雨の神として信仰されており、大山で

は小天狗とも称されております。

※おかみの漢字は龗

大雷神（おおいかずちのかみ）

大雷神とは、日本書紀に記されている雷の神様です。

古来より火災・盗難除けの神として信仰されており、大

山では大天狗とも称されております。

本日の卓話者ご紹介

＜出席報告＞

 卓話

本　日  6月  9日 会員数  59名 対象者  53名 出席者  38(35)名 出席率    66.04％
前々回  5月26日 会員数  59名 対象者  54名 出席者  43(39)名 出席率  72.22％ MUP  3名 計  42名 修正率  77.78％



【行　事】＊ 7・８月の一部分です。
春季大祭・夏季大祭
通称「春山」「夏山」といわれ、春山は４月５日から 20

日、夏山は７月 27 日から８月 17 日となっており、期

間中は多くの人々で大山はにぎわいます。

特に夏山は多くの講社が見られ、夏山初日８時 30分に

「お花講」の人達が頂上登拝門の扉を開ける役割をになっ

ています。

門が開かれると同講社員を先頭に白装束に身を固めた

人々が、「さんげ さんげ 六根清浄 ( ろっこんしょうじょ

う ) お山は 晴天 六根清浄」と唱えながら頂上を目指し

ます。

江戸時代には大山頂上へは夏山期間中のみ登拝を許さ

れ、女人禁制でもありましたが、明治時代に登拝者の増

加により、新たに春山が始められました。

秋季例大祭
８月 27日から３日間、大山６町の氏子崇敬者たちが感

謝の心をこめて厳かに執り行われます。

27 日早朝、遷幸祭 ( せんこうさい ) 通称「お下り」が

行われます。下社にて阿夫利神社の神様が神輿にお移り

頂き、お祭りが行われる三日間は、町方社務局にて大山

町内をお守りいただきます。

28日には祭典が行われ、大山町内の氏子をはじめ多く

の方々にご参列いただいてます。また、祭典中には明治

初期に奈良春日大社の社家から伝授された倭舞・巫女舞

が奉納されます。

同日夕方から能舞台において能・狂言などの奉納が行わ

れ、夜には各町内の神輿の渡御があります。

29 日には還幸祭 ( かんこうさい ) 通称「お上り」が行

われます。行列が山を登り、神様が下社にお戻りいただ

いて、お祭りが終了します。
－大山阿夫利神社ホームページより抜粋させて頂きました。－

昭和 28年２月５日　伊勢原市大山生まれ

国学院大学神道学科卒

昭和 50年　岐阜県伊奈波神社奉職

昭和 56年　大山阿夫利神社奉職

平成 14年　宮司就任現在に至る

神奈川県神社庁理事

伊勢原市観光協会副会長

大山観光振興会会長

　　　　　　　　　　　　

　（＊ 6/2 ご入会です）

金谷　浩史（かなや　ひろし）様
株式会社横浜銀行平塚支店　支店長

現  住  所　横浜市泉区中田南４－ 43－９

生年月日　昭和 39年７月２日（46歳）

出  身  地　北海道函館市

略　　歴　昭和 62年３月　横浜市立大学卒業

　　　　　昭和 62年４月　横浜銀行入行

　　　　　平成 19年７月　品川支店長

　　　　　平成 21年４月　秦野支店長

　　　　　平成 23年４月　平塚支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　現在に至る

家　　族　妻、長女、長男

趣　　味　ゴルフ

＜幹事報告＞

◎米山学友会主催の「クリーンキャンペーン」開催のご
案内
　日　時　2011 年 7月 9日（土）　※　雨天決行

　　◇ 09：00～ 11：00

　　　小田急線「片瀬江ノ島駅」集合　　＊時間厳守

　　◇ 11：00～ 13：00　　

　　　片瀬海岸東浜に移動して海岸清掃

　　◇ 13：00～ 16：00　　

　　　海の家「オンザブルー」にてバーベキューと懇親

　　◇ 16：00　現地解散

　会　費　3000 円（お一人様）

　＊ご出欠を 2011 年６月 17日（金）迄にガバナー事

務所までご連絡下さい。

　　バーベキューの材料の買い出しのために正確な参加

人数を把握します。御協力下さい。

＜メークアップ＞　　　　　３名　　

　　　　　　　　　　　　清水　裕・滝口・鳥山　会員

＜本日のスマイル＞　　　　７名

＜卓話・行事予定＞

６月２３日（木）　会長卓話

　　３０日（木）　新会員歓迎夜間例会

７月　７日（木）　休会

　　１４日（木）  クラブ協議会 /新役員挨拶

　　２１日（木）　プログラム委員会

＜卓話・行事予定＞

＜本日のスマイル＞

＜市内例会変更＞

＜メークアップ＞

＜幹事報告＞

新会員ご紹介

目　黒　　仁　様　プロフィール

クラブ会報委員会　 ◎工藤光和　 野島和夫　 小笠原　勲　 牧野國雄　 清水雅広　 清水　裕 

平塚西 ６/29 ㈬ → 26 ㈰移動例会


